
条 例 見 直 し 調 書  

 作成年度 平成 21 年度 

条 例 名 神奈川県水浴場等に関する条例 

条 例 番 号 昭和34年神奈川県条例第４号 法 規 集 第８編第６章第１節 

所 管 部 局 室 課 保健福祉部生活衛生課 

条 例 の 概 要  水浴場、プール及び更衣休憩所（以下「水浴場等」という。）について、公衆

衛生及び公衆の危険防止上必要な事項を定めている。 

視  点 検  討  内  容 備   考 

必要性 

 

水浴場等における禁止行為、水浴場等の

設置許可、施設基準その他の水浴場等にお

ける公衆衛生及び公衆の危険防止上必要な

事項を定めるものであり、現在でも必要な

条例である。 

 

有効性 本条例における規制により、水浴場等に

おける公衆衛生及び公衆の危険防止は一定

程度確保されているが、他人の喫煙による

海水浴場利用者の危険の防止等の課題につ

いては新たに対応する必要がある。 ・ 海水浴場のごみのうち、たばこの吸殻

の割合（54.0%） 

・ 海水浴場でのたばこ被害遭遇(4.9%) 

年度 海水浴場数 利用者数（千人）

２１ ２７ ４，１６４ 

２０ ２９ ４，７３１ 

１９ ３０ ５，１９８ 

効率性 本条例における水浴場等の設置許可基

準、施設基準等については、条例の目的を

達成する上で適切なものであるが、他人の

喫煙による海水浴場利用者の危険防止等の

観点から、これらの基準を整備する必要が

ある。 

 

基本方針適

合性 

 水浴場等の公衆衛生及び公衆の危険防止

を目的とする本条例の内容は、「生活の安心

の確保」を掲げる神奈川力構想の趣旨に適

合している。 

 

適法性  本条例は、水浴場の設置等を許可制とす

るとともに、水浴場の利用者の一定の行為

を禁止する等の規定を有するが、その内容

は条例の目的に照らして合理的なものであ

り、かつ、憲法、法令に抵触しないもので

ある。 

 

検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

討 

その他    

理    由 特 記 事 項 

見

直

し

結

果 

改正・廃止の必要はない。 

 

改正を検討する。 

 

県民をはじめ本県を訪

れる観光客に、より安全で

きれいな海水浴場で快適

に過ごしていただくため、

海水浴場では、喫煙場所以

外では喫煙してはいけな

いという措置を講ずる等

の改正を検討する。 

  

次回見直し予定 未定 見直し規定の有無     有  無 

現 在 で も

必 要 な 条

例か。 

現 行 の 内

容 で 課 題

が 解 決 で

きるか。 

現行の内

容で効率

的といえ

るか。 

県政の基本

的な方針に

適合してい

るか。 

憲法、法令

に抵触し

ないか。 

 


